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１． はじめに 

人と人との会話の成立には，言語情報だけではなく注視

動作や表情などの非言語情報が，重要な役割を果たしてい

ることが示唆されている．第二言語におけるコミュニケー

ションでも同様に非言語情報が重要であることが示唆され

ているが，先行研究から，第二言語での非言語情報は母語

でのそれと異なった役割を持っている可能性も示唆されて

いる[1]．筆者らの先行研究でも，第二言語での会話では母

語での会話と比較して，聞き手はより発話者を注視するこ

とが，また聞き手はその事実を認識していないことなどの

結果が得られている[2][3][4]． 

本稿では非言語情報として視線に着目し，筆者らが開発

中のマルチモーダルコーパスを用い，注視動作について詳

細に分析した結果を記述している． 

2 ．実験収録 

本研究で用いたマルチモーダルコーパス[4]は，丸テーブ

ルを囲んで着座した 3 人での会話の音声，視線と身体動作

を収録したものである．被験者は 3 人一組のグループとし，

グループ毎に食べ物などのテーマについての自由な会話

(自由会話)と，決められたテーマに沿って 3 人で協調して

一つの結論を出す会話(目的会話)の 2 種類の会話テーマに

ついて，英語と日本語でそれぞれ 6分間の会話を計 4 回行

った．被験者は全員日本語を母語とし，第二言語として英

語を学習した男女の学生及び大学院生である．  

3 ．アノテーション 

 開発中の 3 人会話のマルチモーダルコーパスの中から，

10 組の会話グループについて，音声と視線の動きに対して

情報の付与を行った．対象とした項目は各被験者の相づち

などを含んだ発話区間と他の被験者を見ている区間である．

それぞれの項目について動作者，動作開始時刻，動作終了

時刻，動作時間を記録している．視線動作の開始時刻，終

了時刻は母語に関する筆者らの研究での指定方法に従って

決定した[5]．アノテーションには ELANを用いている． 

 グループごとに被験者の TOIEC スコアを用いて，被験

者を 3段階の語学力ランクに分類した． 

4．分析指標 

 母語と第二言語における会話中の注視行動の違いについ

て分析を行った．その際注視行動に関する指標として 

Listener’s Gazing Ratio = 

発話中の発話者を聞き手が見ている時間

発話者の発話継続時間
 

を用いた． 

 

 

図 1に母語(日本語)と第二言語(英語)での自由会話，目的

会話での Listener’s Gazing Ratioの平均値を示す．被験者ご

との他の 2 人の被験者それぞれに対する Listener’s Gazing 

Ratio のデータについて，注視対象の被験者の語学力ラン

ク(注視者より上か下か)を被験者間要因とし，使用言語と

会話トピックを被験者内要因とする ANOVA を行った．分

析の結果，言語の主効果のみが有意であった(F(1, 58) = 

44.504, p < .001)．これから，個々の聞き手の視線の動きに

着目した場合も，第二言語の会話において，被験者は母語

と比べてよく発話者を注視していくことがわかる[6]． 

 

 
図 1 Listener’s Gazing Ratioの言語・テーマ別平均 

 

5 ．分析結果 

以上述べた母語と第二言語での会話における Listener’s 

Gazing Ratio の差異の要因を分析するため，各発話の

Listener’s Gazing Ratio の分布に関する分析を行った．図 2，

図 3は英語と日本語の Listener’s Gazing Ratioのヒストグラ

ムである．間隔の幅は 5%で設定している．ただし，

Listener’s Gazing Ratio は 0%の割合を個別に出すため，図

の一番左のバーを 0%のみの割合としている．図中の値は

Listener’s Gazing Ratioが 0%の場合，0%より大きく 100%よ

り小さい場合，100%となる場合の分布割合を示している．

英語と日本語を比較すると，Listener’s Gazing Ratio が 0%

である割合はあまり変わらないが，100%である割合は英

語での会話の方が大きい．Listener’s Gazing Ratio が 100%

と 0%の時を除外し，両言語での Listener’s Gazing Ratio に

ついて t 検定を行ったところ，有意差が見られなかった

(t=1.012，df=5611)．以上の結果から Listener’s Gazing Ratio

が 100%となる発話の割合の違いが両言語での Listener’s 

Gazing Ratioの違いに影響していることが示された． 
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図 2 英語会話における Listener’s Gazing Ratioの割合ヒ

ストグラム 

 
図 3 日本語会話における Listener’s Gazing Ratioの割合

ヒストグラム 

 
Listener’s Gazing Ratioが 100%である発話に関しては，

聞き手は発話者が発話すると同時，又は発話する前から発

話者を注視している必要がある．そこで，発話前の聞き手

の注視行動に着目して分析を行った．その際用いた分析指

標は 

Before Utterance Listener’s Gazing Ratio(n) =  

 秒間中に聞き手が次の発話者を見ている時間

次の発話者の発話前の  秒間
 

Before Utterance Listener’s Gazing-to Other Listener Ratio(n) = 

 秒間中に聞き手がもう一人の聞き手を見ている時間

次の発話者が発話前の  秒間
 

を用いた．以降，前者を BULGR(n)，後者を BULGOLR(n)

と表記する． 

 nを 0.1~0.5秒間で変化させて分析を行ったところ大きな

変化を見られなかった事と，読書における人の注視時間の

多くが 0.2~0.3秒である報告[7]から，本稿では 0.3秒の結

果のみ記載した．nを 0.3秒と設定した場合の各テーマと

言語の組み合わせに対して，全発話に対しそれぞれ

BULGR(0.3)=100%，BULGOLR(0.3)=100%，BULGR(0.3)と

BULGOLR(0.3)がどちらも 0%である割合を図 4に示す．す

なわち図 4は，聞き手が発話前から次の発話者見ている割

合，次の発話者以外の参加者を見ている割合，参加者以外

を見ている割合を示している．日本語での会話に比較して，

英語での会話では発話前から次の発話者を見ている割合が

高いことを示している． 

 
図 4 発話前の注視行動の分析結果 

 

6．考察 

 本分析により①英語，日本語の両言語での会話における

発話者に対する注視を示す Listener’s Gazing Ratioは，多く

の発話に関し 0%と 100%に分類されること．②先行研究で

示唆された Listener’s Gazing Ratioの両言語の会話での有意

差は，Listener’s Gazing Ratioが 100%である発話の割合が

英語での会話の方が大きい事によると考えられること．③

英語会話では発話前から次の発話者のことを見ている割合

が高くなっていることが示された． 

 一方，日本語での会話について次の発話者を見ている割

合，他の聞き手を見ている割合とどちらも見ていない割合

には大きな差がない事が示された．日本語での会話での傾

向と異なり，英語会話では発話前から発話者を注視してい

る割合が高いのは，英語での会話では被験者が何かの要因

で次の発話者の予測が容易となっていると想定される． 

 

7．終わりに 

 今後は，本稿で示された発話前における聞き手の注視対

象の差異の要因が何であるかを，言語情報や他の非言語情

報を利用して分析を続けていく． 
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